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ȦĠ １ɟ ２ɟ 
１ 90 50 
２ 90 50 
˹ 10 55 
４ 10 45 
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	 	 	 	 	 	 図˽	 生徒のưß画ˢ	
	







	 	 	 	 	
	
	 	
	 	 	 	 	 図˾	 生徒が実際にɟんだプログラム	
	
	g?	
z	 社会情報における実践x実践授業z}yのg
?	
	 実践授業の１@４は宮城県総合教育センターが示す
情報活用能力の「情報活用の実践力」に対ƅしている。
「情報社会の発展に積極的に寄与する」という点から
グラフな_から情報を整理・分析をし，判断にɬげる
力を育成することの教材を検討していた。	
	 授業実践１@˹を通してǶ回ȧなる課題をƬ示した
が，ʡn取るべき観点はĤじである。まずǊÛ限の情
報をʡn取る際にはŖ観的に判断できるƶëに注目す
ることをɭりʻしŶʣしていた。これを主にȅć指導
や課題に取りɟむ際の注意事項としてǶ回示していた。	
	 このような具体的な注意ıʯをɭりʻすと生徒はま
ずはƶëに注目するようになった。また，単元を˄め
ることにより，情報社会と関わxうとしているƎƋ等
のʔʼもワークートに見られるようになった。	
	 実践授業４の項目では回を重bると情報を細かく分
析することがŤしずつできるようになっていることを
示した。	
	 情報を分析する際には分析する観点をɭりʻし指導
することは必要であったが，ʃ˻の観点は一ʨして小
テストのəˢにƩʸしている。このように観点を示す
事で課題に見通しを持って取りɟめたと考える。 
	 以上から，教材やĢ指導を通してグラフな_から情
報を整理・分析をし，判断にɬげる力の育成ができた
と考える。	
{	 情報の科学.5学9aにおける実践x実践授業~
yのg?	
	 実践授業の˻と˼は宮城県総合教育センターが示す
情報活用能力の「情報の科学的な理解」に対ƅしてい
る。情報技術に対し基礎的な理解や正しい知識を持っ
て情報社会で活用することのできる能力を育成するこ
とを目的とした。授業実践˻、˼で示した通り高等学
－159－
 校Ǵ˜までの±デ~ネスはņきくŪğされる。	
	 また，他教科との関連させることで科学技術のÌɟ
nに対して関ƃを持つ事や理解するという点ではČǛ
的であると思われる。「情報社会」は情報の「科学技術」
にƱえられて成Ɇしている一ˢもあるため，そのッ
クグランの理解は改めてņ切であると考える。	
	 課題点としてはプログラミングの思考に言及する要
ɚがŤなかった点である。化学基礎との関連という観
点においても図˼のようなフロー«ートはǘ書事項
としてƬ示していたこともあり，Ýかしらの手Ɇてを
持って生徒がǧbフロー«ートをƫけるȚǼにした
方がプログラミングを行う上での思考がさらに育めた
と考える。Ùし，生徒はフロー«ートを参考にプロ
グラミングを行なっており，プログラムも正ŭにčß
したので，フロー«ートからの情報を˩りにプログ
ラムを考えるという点での思考は身につけることがで
きたと考えられる。フロー«ートのような発Ƌの図
と実際のプログラムをしっかり関連させることができ，
さらに自分の思考を図な_で整理することがɡびつけ
e思考の方もȄめることができると考えるが，この点
は今回の実践の課題となった。	
|	 「情報社会の発展に積極的に寄与する」態度を育
む教材にのg?	
	 本ȸɄでは「情報活用の実践力」と「情報の科学的
な理解」の観点で教材を検討した。これを総括する。	
	 情報活用能力は科学的なĕ理や情報そのもののĦき
合い方をしっかりと学ぶ必要があることがわかった。	
	 現任校の生徒も含め，高校生のŅくはスマートフ
ンやタ¢±ットɈǐな_ンターネットにƧɦできる
デµ|スをƓǋしている。よっていつでも_こでも
ɒ単にǰしい情報をƀることができる。ɒ単に情報を
ƀられるが，正しい情報の見方や解釈のÌ方はあまり
意識していない。定Ǎʘ˰で生徒に書いてもらったコ
©ントをもう一度必要なˍ分を示す。	
・ テ±な_でッとグラフをüされると見た目の
まま信じきっていた自分がいて́中ȥ̂しっかり
見て行きたいと思います	
・ それUれのグラフにあった用ʿがある	
	上Ǵのコ©ントにȴ目するとテ±を例にしている
がテ±な_でグラフをüされても「見た目のまま信
じきって」しまう。そのようなことから「しっかり見
ていきたい」とɡんでいる。学習を通じて「グラフを
しっかり見る」ことを学んでいるのである。このよう
なきっかけを与えることができた。	
	 ¼Ǵのコ©ントもそれUれのグラフにあった「用ʿ」
があるという点を指Ưしている。このʔʼより，グラ
フにはȧなる用ʿがあることにȤ意する必要があると
いうǸ付きであると解せる。	
	 このような解釈からも情報の活用のÌ方を学ぶこと
ができたと言える。	
	 科学的なˍ分ではコンピューターのステムやフ
ト}はプログラミングにより成Ɇしていることを
基礎知識として示すことやフロー«ートとプログラ
ムの関連をしっかりさせることが課題となっている。	
	 今回は実施科目も実施学年もȧなるが，新カリキュ
ラムの「情報Ⅰ」では全て総合して扱う形になる。情
報を分析すること，ĕ理を知ることな_は情報を活用
する際にはƝさえておくべき能力である。今回の実践
を総括すると情報を活用する能力を育む際の情報の見
方，活用のÌ方，活用していく態度はǧb教材のƬ示
で育むことができたと考える。しかし，問題解決の手
法やその中でのプログラミングをする上での考え方を
身につけるためには実践授業の中でもǅ˘と手Ɇてを
ũňする必要があった。プログラミングを中ƃに言及
したŀ合の課題となる。情報の分析方法を学習するこ
とでグラフ等に関ƃを持つことにつなげることができ
たので本実践や用いた教材は「情報社会の発展に積極
的に寄与する」態度を育むきっかけとなったと総括で
きる。 
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